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１ 舗装改修計画の目的                             

（１）背景と目的 

全国の自治体においては、道路構造物の老朽化が進行しており、点検・修繕等に

伴う費用の増加が懸念されている。 

犬山市では、道路構造物の一つとして道路舗装の管理をしており、パトロールと

土木要望（地域住民要望）を踏まえながら維持補修を行っています。しかし、道路

構造物として管理する量が年々増えつつある中で、高度経済成長期以降に整備され

たものが多いため、老朽化が進行し、今後の修繕費の増加が予想されます。 

犬山市ではこの課題を解決すべく、目視点検及び測定車による路面性状調査を行

い、舗装の損傷度、機能性を把握し、その結果を基に道路の維持管理、修繕を計画

的に行うことで、地域道路網の安全性・信頼性の確保と将来的な修繕等にかかわる

コストを削減することを目的として、管理方針の見直しを図る舗装改修計画を策定

するものである。 

（２）方針 

 舗装改修計画は、対象となる１級幹線道路、２級幹線道路について、国土交通省 

道路局の定める舗装点検要領（平成２８年１０月）に基づき、目視又は機器を用い

た手法で点検を行い路線の策定を行う。また、本計画では、当面の１０年間（２０

２２年度～２０３２年度）の改修計画を策定する。 
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２ 舗装改修計画の対象路線                           

（１）計画対象道路の選定 

    １）選定方法 

犬山市が管理する市道のうち国土交通省の定める「舗装点検要領（平成

28 年 10 月）」による分類分けを行う。（図－２．１） 

    ２）対象路線及び分類 

目視による点検を行い、交通量が多く損傷が目立つ市道名古屋犬山線、市

道富岡荒井線、市道犬山公園小牧線の３路線を本計画の対象とする。 

市道犬山公園小牧線は、国道及び県道に比べて大型交通量は少ないが、市

道の中では多く、損傷の進行が早いことからＣに分類し、市道名古屋犬山線

及び市道富岡荒井線について、大型車両の交通量は少なく、損傷の進行が遅

いためＤへ分類する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２．１ 
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３ 点検内容及び評価方法                            

（１）点検に関する基本方針 

舗装改修計画対象路線について、国土交通省が定める「総点検実施要領（案）

【舗装編】」に基づき目視による点検及び路面性状調査による点検を行う。（図－

３．１、図－３．２、図－３．３） 

    路面性状調査とは、道路のひび割れ、わだち掘れ、平坦性等の路面状況を把握

し、ＭＣＩ（舗装維持管理指数）を算出するものです。下記の式によって計算した

4つのＭＣＩのうち、最も小さい値をその区間のＭＣＩとする。 

 

 

 

 

 

ここに  Ｃ：ひび割れ率（％）  

     Ｄ：わだち掘れ量（mm） 

        σ：平たん性（mm） 

 

ＭＣＩの評価目安は表－３．１の通り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＭＣＩ0＝10－1.48Ｃ0.3－0.29Ｄ0.7－0.47σ0.2  （1） 

ＭＣＩ0＝10－1.51Ｃ0.3－0.30Ｄ0.7   （2） 

ＭＣＩ1＝10－2.23Ｃ0.3  （3） 

ＭＣＩ2＝10－0.54Ｄ0.7   （4） 

表－３．１ 

M　C　I 維持修繕の目安

5.0＜MCI 望ましい管理水準

4.0＜MCI≦5.0 修繕することが望ましい

3.0＜MCI≦4.0 修繕が必要

MCI≦3.0 早急に修繕が必要

－3－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３．１ 

市道名古屋犬山線 
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図－３．２ 

市道富岡荒井線 
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図－３．３ 

市道犬山公園小牧線 
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４ 路面性状調査結果と評価                                

（１）路面性状調査結果 

路面性状調査より、市道名古屋犬山線、市道富岡荒井線、市道犬山公園小牧線の

結果は表、図のとおり。 

 

 

 

 

 

１）市道名古屋犬山線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－４．１ 測定結果一覧表（市道名古屋犬山線・下り方向） 

〜 100 5.1 0 5.1 5.6 6.4 6.4

〜 100 5.6 0 5.6 6.0 7.5 6.0

〜 100 5.2 0 5.2 5.6 6.9 5.8

〜 100 4.2 0 4.2 4.7 5.7 5.7

〜 100 4.6 1 4.6 5.0 4.8 7.3

〜 15 5.3 0 5.3 5.7 5.3 8.0

5.0 0 5.0 5.4 6.1 6.5

縦断凹凸
（IRI)
(㎜/m)

MCI
パッチ
ング数
(箇所)

(世界測地系）

最大 平均

区間 施設等
位置情報

区間距離
(m)

点検年⽉
ひび割れ
(%)

起点 〜 終点 位置 名称
起点(代表点） 終点(代表点）

緯度 経度 緯度 経度

わだち掘れ
(㎜)

平たん性
(mm)

2.91

1.97 2.86

100 200 - - 35゜22'15.9'' 136゜57'03.3'' 35゜22'19.1'' 136゜57'03.2''

35゜22'15.9'' 136゜57'03.3'' 2022/2/16 4.9 35.8 15.00 100 - - 35゜22'12.6'' 136゜57'03.3''

- - 35゜22'19.1'' 136゜57'03.2''

2022/2/16 1.5 27.8 17.7 2.01

2022/2/16 8.8 37.8 19.3 4.02 5.58

1.90 2.77

300 400 - - 35゜22'22.4'' 136゜57'03.2'' 35゜22'25.6'' 136゜57'03.2''

35゜22'22.4'' 136゜57'03.2'' 2022/2/16 2.9 26.4 18.8200 300

16.3 29.1 9.9400 500 - - 35゜22'25.6'' 136゜57'03.2''

- - 35゜22'28.8'' 136゜57'03.2'' 35゜22'29.3'' 136゜57'03.2''

35゜22'28.8'' 136゜57'03.2'' 2022/2/16

式③：MCI＝10-2.23C0.3

式④：MCI＝10-0.54D0.7

式①
MCI

式②
MCI

式③
MCI

式④
MCI

式①：MCI＝10-1.48C0.3-0.29D0.7-0.47σ0.2

式②：MCI＝10-1.51C0.3-0.30D0.7

平均値 7.7 28.0 14.6 2.07 2.99

2022/2/16 11.9 11.1 6.7 1.19 1.83

1.34 2.02

500 515

5.0＜MCI 5.0≧MCI＞4.0 4.0≧MCI＞3.0 3.0≧MCI

表－４．２ 測定結果一覧表（市道名古屋犬山線・上り方向） 

〜 100 5.0 0 5.0 5.5 6.2 6.6

〜 100 5.7 0 5.7 6.2 7.3 6.4

〜 100 6.0 0 6.0 6.4 7.8 6.3

〜 100 4.7 0 4.7 5.2 6.1 6.0

〜 100 3.8 1 4.1 4.5 3.8 7.7

〜 13 4.4 0 4.6 5.1 4.4 8.0

4.9 0 5.0 5.5 5.9 6.8

式②
MCI

式③
MCI

式④
MCI

(世界測地系）

起点 〜 終点 位置 名称
起点(代表点）

わだち掘れ
(㎜)

平たん性
(mm)

縦断凹凸
（IRI)
(㎜/m)

MCI
パッチ
ング数
(箇所)

式①
MCI

区間 施設等
位置情報

区間距離
(m)

点検年⽉
ひび割れ
(%)終点(代表点）

緯度 経度 最大 平均

0 100 - - 35゜22'15.9'' 136゜57'03.5'' 35゜22'12.7''

経度 緯度

4.94

100 200 - - 35゜22'19.2'' 136゜57'03.4'' 35゜22'15.9'' 136゜57'03.5'' 2022/2/16

136゜57'03.5'' 2022/2/16 5.9 24.9 13.9 3.54

1.9 32.2 15.3 1.77 2.60

200 300 - - 35゜22'22.4'' 15.8 2.12 3.06

300 400 - - 35゜22'25.6'' 136゜57'03.4'' 35゜22'22.4''

136゜57'03.4'' 35゜22'19.2'' 136゜57'03.4'' 2022/2/16 0.9 29.7

5.13

400 500 - - 35゜22'28.9'' 136゜57'03.4'' 35゜22'25.6'' 136゜57'03.4'' 2022/2/16

136゜57'03.4'' 2022/2/16 6.5 23.7 17.2 3.68

29.5 31.7 8.1 1.85 2.70

500 513 - - 35゜22'29.3''

式①：MCI＝10-1.48C0.3-0.29D0.7-0.47σ0.2

式②：MCI＝10-1.51C0.3-0.30D0.7

式③：MCI＝10-2.23C0.3

式④：MCI＝10-0.54D0.7

6.4 3.13 4.41

平均値 11.1 24.8 12.8 2.68 3.81

136゜57'03.4'' 35゜22'28.9'' 136゜57'03.4'' 2022/2/16 21.9 6.6

5.0＜MCI 5.0≧MCI＞4.0 4.0≧MCI＞3.0 3.0≧MCI
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図－４．１ 評価図（市道名古屋犬山線） 
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２）市道富岡荒井線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－４．３ 測定結果一覧表（市道富岡荒井線・下り方向） 

〜 100 5.5 0 5.5 6.0 5.9 7.7

〜 100 5.4 0 5.4 5.9 5.7 7.8

〜 100 4.7 0 4.7 5.2 4.9 7.6

〜 98 5.2 0 5.2 5.6 5.8 7.3

5.2 0 5.2 5.7 5.6 7.6

(世界測地系）

最大 平均

区間 施設等
位置情報

区間距離
(m)

点検年⽉
ひび割れ
(%)

起点 〜 終点 位置

わだち掘れ
(㎜)

平たん性
(mm)

縦断凹凸
（IRI)
(㎜/m)

MCI
パッチ
ング数
(箇所)名称

起点(代表点） 終点(代表点）
緯度 経度 緯度 経度

15.2 7.70 100 - - 35゜21'31.6'' 136゜57'23.1''

2.27 3.25

2.94 4.14

100 200 - - 35゜21'28.3'' 136゜57'22.8'' 35゜21'25.1'' 136゜57'22.5''

35゜21'28.3'' 136゜57'22.8'' 2022/2/16 7.7

136゜57'22.5''

2022/2/16 8.9 17.8 7.5

200 300 - - 35゜21'25.1'' 2.36 3.37

300 398 - - 35゜21'21.9'' 136゜57'22.1'' 35゜21'18.7'' 136゜57'21.8''

35゜21'21.9'' 136゜57'22.1'' 2022/2/16 15.8 16.1 8.6

3.67

2022/2/16 8.4 34.2 10.1 2.75 3.90

平均値 10.2 20.8 8.5 2.58

式①：MCI＝10-1.48C0.3-0.29D0.7-0.47σ0.2

式②：MCI＝10-1.51C0.3-0.30D0.7

式③：MCI＝10-2.23C0.3

式④：MCI＝10-0.54D0.7

式①
MCI

式②
MCI

式③
MCI

式④
MCI

5.0＜MCI 5.0≧MCI＞4.0 4.0≧MCI＞3.0 3.0≧MCI

表－４．４ 測定結果一覧表（市道富岡荒井線・上り方向） 

〜 100 3.7 0 3.9 4.3 3.7 7.5

〜 100 3.9 0 4.0 4.4 3.9 7.5

〜 100 3.5 0 3.8 4.2 3.5 7.6

〜 97 4.5 0 4.6 5.1 4.5 7.9

3.9 0 4.1 4.5 3.9 7.6

区間 施設等
位置情報

区間距離
(m)

点検年⽉
終点(代表点）

緯度 経度 緯度

式②
MCI

式③
MCI

式④
MCI

(世界測地系）

起点 〜 終点 位置 名称
起点(代表点）

わだち掘れ
(㎜)

平たん性
(mm)

縦断凹凸
（IRI)
(㎜/m)

MCI
パッチ
ング数
(箇所)

式①
MCI

経度 最大 平均

0 100 - - 35゜21'28.3'' 136゜57'22.6'' 35゜21'31.5''

ひび割れ
(%)

3.16

100 200 - - 35゜21'25.1'' 136゜57'22.3'' 35゜21'28.3'' 136゜57'22.6'' 2022/2/16

136゜57'22.9'' 2022/2/16 32.7 18.6 9.1 2.20

3.69

200 300 - - 35゜21'21.8'' 21.0

29.3 21.0 9.0 2.59

3.32

8.7 3.12 4.39

300 397 - - 35゜21'18.7'' 136゜57'21.6'' 35゜21'21.8''

136゜57'21.9'' 35゜21'25.1'' 136゜57'22.3'' 2022/2/16 35.4

136゜57'21.9'' 2022/2/16 20.0 20.0 6.9

平均値 29.3 20.1 8.4 2.81

式①：MCI＝10-1.48C0.3-0.29D0.7-0.47σ0.2

式②：MCI＝10-1.51C0.3-0.30D0.7

式③：MCI＝10-2.23C0.3

式④：MCI＝10-0.54D0.7

4.66

3.97

5.0＜MCI 5.0≧MCI＞4.0 4.0≧MCI＞3.0 3.0≧MCI

－9－



 

 

図－４．２ 評価図（市道富岡荒井線） 
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３）市道犬山公園小牧線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－４．５ 測定結果一覧表（市道犬山公園小牧線・下り方向） 

〜 100 3.0 5 3.2 3.8 3.0 7.4

〜 100 3.5 7 3.5 4.0 3.8 6.8

〜 100 3.8 5 3.8 4.4 4.1 7.0

〜 100 3.7 6 3.8 4.3 3.7 7.3

〜 100 2.9 6 2.9 3.4 3.4 6.2

〜 100 3.4 11 3.4 4.0 3.5 7.1

〜 100 2.7 9 2.8 3.3 2.7 6.8

〜 100 4.1 4 4.1 4.6 4.4 7.1

〜 100 4.4 5 4.4 4.9 4.6 7.4

〜 100 4.3 6 4.3 4.9 4.4 7.6

〜 100 7.3 0 7.3 7.8 7.7 8.9

〜 75 6.6 0 6.6 7.1 7.1 8.3

4.1 5.3 4.2 4.7 4.4 7.3

わだち掘れ
(㎜)

平たん性
(mm)

縦断凹凸
（IRI)
(㎜/m)

MCI
パッチ
ング数
(箇所)

(世界測地系）

最大 平均

区間 施設等
位置情報

区間距離
(m)

点検年⽉
ひび割れ
(%)

起点 〜 終点 位置

- - 35゜20'20.7'' 136゜56'32.6''

名称
起点(代表点） 終点(代表点）

緯度 経度 緯度 経度

2022/2/16 31.0 9.8 12.6 6.37 8.71

6.01 8.23

100 200 - - 35゜20'17.5'' 136゜56'31.7'' 35゜20'14.4'' 136゜56'30.7''

35゜20'17.5'' 136゜56'31.7'' 2022/2/16 46.3 39.5 9.70 100

6.17

5.77 7.92

300 400 - - 35゜20'11.2'' 136゜56'29.8'' 35゜20'08.0'' 136゜56'29.0''

35゜20'11.2'' 136゜56'29.8'' 2022/2/16 25.8 32.4 11.3200 300 - - 35゜20'14.4'' 136゜56'30.7''

- - 35゜20'08.0'' 136゜56'29.0''

2022/2/16 32.1 11.4 9.7 4.46

2022/2/16 35.5 39.0 10.8 8.17 11.11

6.45 8.82

500 600 - - 35゜20'04.9'' 136゜56'28.0'' 35゜20'01.7'' 136゜56'27.1''

35゜20'04.9'' 136゜56'28.0'' 2022/2/16 36.8 40.9 16.5400 500

5.81

6.42 8.78

700 800 - - 35゜19'58.6'' 136゜56'26.2'' 35゜19'55.4'' 136゜56'25.3''

35゜19'58.6'' 136゜56'26.2'' 2022/2/16 51.1 30.7 12.7600 700 - - 35゜20'01.7'' 136゜56'27.1''

- - 35゜19'55.4'' 136゜56'25.3''

2022/2/16 21.1 34.9 11.1 4.19

2022/2/16 21.3 27.9 8.5 6.99 9.54

5.72 7.84

900 1000 - - 35゜19'52.3'' 136゜56'24.4'' 35゜19'49.1'' 136゜56'23.4''

35゜19'52.3'' 136゜56'24.4'' 2022/2/16 19.0 36.4 9.5800 900

1.2 6.8 2.91000 1100 - - 35゜19'49.1'' 136゜56'23.4''

- - 35゜19'46.0'' 136゜56'22.6'' 35゜19'43.6'' 136゜56'22.0''

35゜19'46.0'' 136゜56'22.6'' 2022/2/16

式③：MCI＝10-2.23C0.3

式④：MCI＝10-0.54D0.7

式①
MCI

式②
MCI

式③
MCI

式④
MCI

式①：MCI＝10-1.48C0.3-0.29D0.7-0.47σ0.2

式②：MCI＝10-1.51C0.3-0.30D0.7

平均値 27.0 27.9 10.1 5.51 7.57

2022/2/16 2.3 25.2 5.2 3.48 4.86

2.16 3.11

1100 1175

5.0＜MCI 5.0≧MCI＞4.0 4.0≧MCI＞3.0 3.0≧MCI

表－４．６ 測定結果一覧表（市道犬山公園小牧線・上り方向） 

〜 100 2.9 7 2.9 3.5 2.9 6.9

〜 100 2.8 12 2.8 3.3 3.0 6.4

〜 100 3.6 5 3.6 4.1 3.9 6.9

〜 100 5.0 6 5.0 5.5 5.6 7.3

〜 100 3.9 3 3.9 4.5 4.3 7.0

〜 100 4.4 5 4.5 5.0 4.4 7.8

〜 100 3.6 8 3.6 4.1 3.6 7.3

〜 100 4.5 6 4.5 5.1 4.7 7.7

〜 100 3.5 13 3.6 4.1 3.5 7.3

〜 100 3.7 12 3.7 4.2 3.8 7.1

〜 100 2.1 22 2.1 2.6 2.2 6.3

〜 81 3.0 16 3.0 3.5 3.4 6.3

3.6 10 3.6 4.1 3.8 7.035.1

48.1

40.2

48.7

30.7

19.9

37.4

28.9

25.1

38.5

7.05 9.62136゜56'21.6'' 35゜19'46.0'' 136゜56'22.3'' 2022/2/16 36.4 15.4

9.3915.8 6.8841.5

27.41100 1181 - - 35゜19'43.5''

35゜19'49.2'' 136゜56'23.2'' 2022/2/16 65.81000 1100 - - 35゜19'46.0'' 136゜56'22.3''

4.94 6.82136゜56'23.2'' 35゜19'52.3'' 136゜56'24.1'' 2022/2/16 30.2 10.8

7.6110.1 5.54

34.5900 1000 - - 35゜19'49.2''

35゜19'55.5'' 136゜56'25.1'' 2022/2/16 34.8800 900 - - 35゜19'52.3'' 136゜56'24.1''

6.96 9.50136゜56'25.1'' 35゜19'58.6'' 136゜56'25.9'' 2022/2/16 18.4 7.9

9.1410.0 6.69

700 800 - - 35゜19'55.5''

35゜20'01.8'' 136゜56'26.9'' 2022/2/16 33.8600 700 - - 35゜19'58.6'' 136゜56'25.9''

3.82 5.33136゜56'26.9'' 35゜20'04.9'' 136゜56'27.7'' 2022/2/16 21.6 7.7

8.1811.4 5.97

500 600 - - 35゜20'01.8''

35゜20'08.1'' 136゜56'28.6'' 2022/2/16 23.1400 500 - - 35゜20'04.9'' 136゜56'27.7''

4.66 6.44136゜56'28.6'' 35゜20'11.2'' 136゜56'29.6'' 2022/2/16 9.6 9.9

8.7912.4 6.43136゜56'30.5'' 2022/2/16 29.3200 300 - - 35゜20'11.2'' 136゜56'29.6''

100 200 - - 35゜20'14.4'' 136゜56'30.5'' 35゜20'17.5''

300 400 - - 35゜20'08.1''

35゜20'14.4''

パッチ
ング数
(箇所)

区間 施設等
位置情報

区間距離
(m)

点検年⽉
ひび割れ
(%)

緯度 経度
起点 〜 終点 位置 名称

起点(代表点）
緯度 経度

わだち掘れ
(㎜)

最大 平均

- - 35゜20'17.5'' 136゜56'31.4'' 35゜20'20.7'' 136゜56'32.3''

136゜56'31.4'' 2022/2/16

MCI

44.3 14.9 7.30 9.95

式①
MCI

式②
MCI

式③
MCI

式④
MCI

式①：MCI＝10-1.48C0.3-0.29D0.7-0.47σ0.2

式②：MCI＝10-1.51C0.3-0.30D0.7

式③：MCI＝10-2.23C0.3

式④：MCI＝10-0.54D0.7

平均値 32.9 11.5 6.14 8.40

(世界測地系）
終点(代表点）

平たん性
(mm)

縦断凹凸
（IRI)
(㎜/m)

2022/2/16 47.4 12.1 7.41 10.090 100

5.0＜MCI 5.0≧MCI＞4.0 4.0≧MCI＞3.0 3.0≧MCI
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図－４．３ 評価図（市道犬山公園小牧線） 
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（２）健全性の診断 

 道路管理者が設定した管理基準に照らし、点検で得られる情報により、適切に診

断する。 

   １）市道名古屋犬山線、市道富岡荒井線について、目視による点検及び路面性状調

査結果を踏まえて、表－４．７区分Ⅱへ分類する。 

   ２）市道犬山公園小牧線について、交通区分がＮ６交通であるため、図－２．１道

路分類Ｂと分類し表－４．８診断表を活用する。目視による点検及び路面性市

場調査結果を踏まえ、区分Ⅲ－２と分類する。また、表－４．９で分類Ｂにお

けるＩＲＩ値の評価も診断区分Ⅲへ分類される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－４．８ 

表－４．７ 

表－４．９ 

評価項目
診断区分Ⅰ

（健全）
診断区分Ⅱ

（表層機能保持段階）
診断区分Ⅲ
（修繕段階）

ひび割れ率（％） 0～20程度 20～40程度 40程度以上

わだち掘れ量（㎜） 0～20程度 20～40程度 40程度以上

ＩＲＩ（㎜/ｍ） 0～3程度 3～8程度 8程度以上

分類Bにおける評価項目と診断区分の例
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（３）結果 

    健全性の診断より、市道犬山公園小牧線が早急な修繕が必要な状態であり、修繕

方法の検討を行い早急に修繕する必要がある。 

    また、市道名古屋犬山線及び市道富岡荒井線について、引き続き目視による点検

を行い、損傷個所は部分的維持補修を行うことで管理していく。 
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５ 市道犬山公園小牧線修繕方法                     

（１）修繕方法 

１）舗装構成 

令和元年度市道犬山公園小牧線 交通量調査・地質調査及び舗装構成検討業務

委託より、市道犬山公園小牧線はＮ６交通に相当し、在来路床のＣＢＲ値が低

く、路床土が機能していない為、路床改良を行う必要がある。 

舗装構成は、表－５．１上段となる。 

 

２）ＱＲＰ工法 

舗装厚の縮小及び施工時間短縮を目的とした、ＱＲＰ工法を採用すると、合

計舗装厚は大粒径アスコンを用いることで標準舗装圧より１５ｃｍ薄くするこ

とができる。また、安定処理厚も５ｃｍ薄くすることができる。 

    ３）舗装構成の決定 

１）２）を踏まえて、図－５．１の舗装構成に決定する。（ただし、路床改

良厚及び配合量は施工箇所ＣＢＲ試験値の結果より変更が生じる。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－５．１ 

図－５．１ 
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６ 計画範囲と実施期間・対策費用                            

（１）計画範囲 

本計画では、目視点検より舗装状態が著しく悪い図－６．１に示した範囲について

延長Ｌ＝１，２００ｍを舗装改修計画対象とする。 

図－６．１ 

計
画
総

延
長
 

L
=
1
,
2
0
0
m
 

至:犬山市街 

至:小牧市 

市道犬山公園小牧線 

R3 L=180m 

R4 L=210m 

R5 L=120m 

R6 L=110m 

R7 L=110m 

R8 L=110m 

R9 L=110m 

R10 L=110m 

R11 L=110m 

R12 L=110m 

R13 L=110m 
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（２）対策費用と実施期間 

市道犬山公園小牧線の改修工事に係る単年度工事費用は、延長Ｌ＝1２５

ｍで３，５００万円となる。 

計画総延長Ｌ＝１，２００ｍで、１０年間での対策期間が３億５０００万

円となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 結果と今後の課題                            

現在、本計画では、今後 10 年間の計画として、市道犬山公園小牧線の改修工事を行

う。 

今後の課題として、対象箇所及びその他路線について、一定年数ごとの目視点検より調

査が必要と認められた箇所は、本計画に組み込み順次対応を検討し、維持修繕コストを考

えた舗装維持に関することについても検討していく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－６．１ 

年度 工事延長 工事費

R4 210ｍ 35,000千円
R5 110ｍ 35,000千円
R6 110ｍ 35,000千円
R7 110ｍ 35,000千円
R8 110ｍ 35,000千円
R9 110ｍ 35,000千円
R10 110ｍ 35,000千円
R11 110ｍ 35,000千円
R12 110ｍ 35,000千円
R13 110ｍ 35,000千円

合計 1,200ｍ 350,000千円
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